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育種事業の発展を育種事業の発展を
五
島
和
牛
育
種
組
合
は

三
月
一
日
、
五
島
家
畜
市

場
に
て
現
地
検
討
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
同
組
合
管

内
の
畜
産
農
家
が
、
育
種

牛
認
定
候
補
牛
五
頭
（
一

頭
欠
場
）
と
第
十
一
回
全

国
和
牛
能
力
共
進
会
宮
城

大
会
の
長
崎
県
の
七
区
候

補
牛
で
あ
る
金
太
郎
3
の

産
子
七
頭
を
出
品
。
公
益

社
団
法
人
全
国
和
牛
登
録

協
会
の
職
員
ら
が
調
査
に

あ
た
り
ま
し
た
。

同
組
合
管
内
の
育
種
牛

は
一
昨
年
七
頭
、
昨
年
四

頭
が
認
定
さ
れ
て
い
て
、

今
回
認
定
候
補
の
六
頭
が
認
定
と
な

れ
ば
十
七
頭
と
な
り
ま
す
。
公
益
社

団
法
人
和
牛
登
録
協
会
の
穴
田
専
務

理
事
は
「
育
種
認
定
牛
の
役
割
は
次

世
代
の
種
雄
牛
を
造
る
こ
と
、
良
い

雌
牛
を
残
す
こ
と
が
重
要
と
な
る
」

と
話
し
、
五
島
の
特
色
あ
る
種
雄
牛

造
成
と
、
次
世
代
へ
の
継
承
に
期
待

し
て
い
ま
し
た
。

同
組
合
の
組
合
長
を
務
め
る
当
Ｊ

Ａ
の
橋
詰
覺
組
合
長
は
「
今
後
の
育

種
事
業
と
五
島
育
種
組
合
発
展
の
た

め
に
関
係
機
関
よ
り
ご
指
導
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
生
産
者
と
関
係
機

関
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
」
と
連
携
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
し

た
。

当 JAは3月23日、JA畜産事業所
において平成28年度畜魂祭を行いまし
た。この式典は管内の畜産業で犠牲に
なった家畜の御霊を供養するのが目的
で、毎年実施しています。
28年度、㈱ JAごとう食肉センター
では3月末までに、牛403頭、豚1万
2329頭のと畜が計画されています。

三三
月月
子子
牛牛
せせ
りり
市市

当
Ｊ
Ａ
は
三
月
十
三
日
、
十
四
日
の
両

日
、
五
島
家
畜
市
場
で
平
成
二
十
九
年
三

月
期
せ
り
市
を
開
催
し
ま
し
た
。
子
牛
の

平
均
取
引
価
格
は
八
五
万
七
六
五
三
円

（
前
回
比
四
・
七
％
安
）
と
下
げ
ま
し
た

が
、
平
均
㌔
単
価
は
三
一
二
一
円
（
前
回

三
二
八
五
円
）
と
三
〇
〇
〇
円
台
を
維
持
、

依
然
と
し
て
高
値
が
続
い
て
い
ま
す
。

市
場
に
は
畜
産
農
家
一
八
八
名
が
子
牛

四
八
九
頭
、
成
牛
五
十
頭
、
計
五
三
九
頭

の
黒
毛
和
種
を
上
場
。
子
牛
の
最
高
価
格

は
一
三
三
万
二
七
二
〇
円
、
成
牛
の
平
均

取
引
価
格
は
三
六
万
四
八
六
七
円
で
し
た
。

子
牛
取
引
は
全
国
的
に
下
げ
の
傾
向
。

前回比
（％）

96．4
94．2
95．3

平均体重
（㎏）

264
283
275

㎏単価
（円）

3，006
3，202
3，121

平均価格
（円）

793，319
906，481
857，653

最高価格
（円）

1，296，000
1，332，720
1，332，720

落札価格
（円）

154，991，000
233，335，000
388，326，000

売却
（頭）

211
278
489

性別

メス
去勢
合計

畜畜 魂魂 祭祭

五島和牛育種組合現地検討会

平成29年3月せり市成績表（子牛）
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繁殖牛5,000頭早期達成へ繁殖牛5,000頭早期達成へ
生
産
意
欲
向
上
図
る

当
Ｊ
Ａ
は
三
月
一
日
、
五
島
家
畜

市
場
で
平
成
二
十
八
年
度
肉
用
牛
生

産
振
興
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
畜

産
農
家
の
生
産
意
欲
向
上
を
目
的
に

五
島
家
畜
市
場
に
お
け
る
平
成
二
十

八
年
の
子
牛
高
値
販
売
者
を
表
彰
。

農
家
の
飼
養
管
理
、
知
識
向
上
を
目

的
に
行
っ
た
専
門
家
に
よ
る
講
演
は

農
家
の
関
心
を
集
め
ま
し

た
。現

在
、
管
内
の
畜
産
農

家
戸
数
は
二
八
五
戸
（
前

年
度
末
二
九
〇
戸
）
で
繁

殖
牛
四
二
七
八
頭
（
同
四

二
二
二
頭
）
を
飼
育
。
農

家
は
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー

事
業
に
よ
る
リ
ー
ス
牛
舎

の
建
設
な
ど
に
よ
り
飼
育

頭
数
は
直
近
の
三
年
弱
で

微
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
当
Ｊ
Ａ
が
目
標
と

し
て
い
る
繁
殖
牛
五
〇
〇

〇
頭
早
期
達
成
に
向
け
て
、

リ
ー
ス
牛
舎
や
子
牛
共
同

育
成
施
設
の
建
設
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

み
や
ざ
き
農
業
共
済
組
合
家
畜
診

療
部
生
産
獣
医
療
課
の
上
松
瑞
穂
課

長
が
『
子
牛
を
無
理
な
く
健
康
的
に

大
き
く
す
る
方
法
』
と
題
し
た
講
演

は
大
い
に
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
多

く
の
質
疑
が
な
さ
れ
た
他
、
あ
る
畜

産
農
家
は
「
わ
か
り
や
す
く
、
説
得

力
の
あ
る
講
演
だ
っ
た
。
早
速
実
践

し
て
み
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
畜
産
部
担
当
者
は
「
前
回
よ
り
三
万
円
程
度
（
の

下
げ
）
は
覚
悟
し
て
い
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
は
、
初
日
は
子
牛
の
ば
ら
つ
き
が
ひ
ど
く
前

回
平
均
よ
り
六
万
三
〇
一
〇
円
の
下
げ
。
二
日
目
は
雌

二
七
〇
㌔
、
去
勢
二
八
六
㌔
の
平
均
体
重
と
か
な
り
粒

ぞ
ろ
い
が
良
く
、
持
ち
直
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
畜
産
部
担
当
者
は
「
適
性
出
荷
体
重
の
重
要
性

が
わ
か
る
結
果
と
な
っ
た
。
冬
場
の
防
寒
対
策
、
増
飼

い
等
の
指
導
を
徹
底
し
て
い
く
」
と
来
期
の
改
善
を

誓
っ
て
い
ま
す
。

子牛平均下げるも依然高値の五島家畜市場

肉用牛生産振興大会

目から鱗の飼養管理

初日はばらつき下げるも、2日目は持ち直した市場
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根
津
さ
ん
は
高
菜
、
ニ
ン
ジ
ン
、
小
松
菜
、
チ

ン
ゲ
ン
サ
イ
、
馬
鈴
薯
、
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
、
タ
マ
ネ
ギ
、
深
ね
ぎ
、
菊
な

ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
根
津
さ
ん
が
丹
精
込
め

て
作
っ
た
作
物
は
、
Ａ
コ
ー
プ
有
川
店
の
地
場
産

コ
ー
ナ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
経
験
と
栽
培
方
針

ご
実
家
で
少
し
農
業
を
さ
れ
て
い
た
と
い
う
根

津
さ
ん
。
嫁
ぎ
先
も
農
業
を
し
て
お
り
、
現
在
ま

で
継
続
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
当
時
は
段
々
畑
で
の

作
業
で
何
を
す
る
に
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
宅
地
と
し
て
整
備
し
て
い
た
土
地
を
畑
と

し
て
利
用
、
大
工
だ
っ
た
ご
主
人
の
手
に
よ
り
、

畑
は
綺
麗
に
ネ
ッ
ト
で
囲
わ
れ
て
い
ま
す
。

減
農
薬
に
取
り
組
む
根
津
さ
ん
は
「
農
薬
の
名

前
も
あ
ん
ま
り
知
ら
な
い
ん
で
す
よ
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
可
能
な
限

り
農
薬
を
使
わ
な
い
よ
う
な
栽
培
を
実
践
し
て
い

ま
す
。

作
物
の
成
長
を
楽
し
み
に

「
農
業
の
楽

し
み
は
何
で
す

か
」
と
尋
ね
る

と
「
野
菜
が
で

き
て
い
る
か

な
っ
て
見
る
の

が
楽
し
み
」
と

語
る
根
津
さ
ん
。

野
菜
の
成
長
と

収
穫
が
一
番
の

楽
し
み
だ
そ
う

で
す
。
畑
作
業
を
終
え
、
帰
る
際
に
は
「
大
き
く

な
っ
て
ね
」
と
言
う
ほ
ど
。
愛
情
た
っ
ぷ
り
に
育

て
ら
れ
た
野
菜
は
、
さ
ぞ
か
し
美
味
し
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ご
主
人
は
『
草
取
り
が
専
門
』
と
根
津
さ
ん
。

几
帳
面
さ
と
、
根
津
さ
ん
曰
く
『
黙
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
性
分
』
の
ご
主
人
が
行
う
草
取
り
の
成
果

が
表
れ
た
畑
は
、
綺
麗
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
根
津
さ
ん
は
「
自
分
の
趣
味
で

楽
し
く
」
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ご
主
人
と

お
二
人
で
、
楽
し
み
な
が
ら
出
来
る
限
り
長
く
農

業
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者 NO．81

新
上
五
島
町
鯛
ノ
浦
郷

ね

づ

は
つ
こ

根
津

初
子
さ
ん（
76
）

協
力
し
て
楽
し
く
農
業
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当
Ｊ
Ａ
は
三
月
一
日
、
Ｊ
Ａ
本
店

で
平
成
二
十
九
年
産
春
芽
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
出
荷
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
産
春
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
前
年

実
績
の
一
三
〇
％
と
な
る
約
二
十
三

㌧
を
計
画
。
出
荷
ピ
ー
ク
は
三
月
下

旬
か
ら
四
月
上
旬
頃
と
予
想
し
て
い

ま
す
。

今
年
産
は
三
十
五
名

（
前
年
四
十
二
名
）
の

生
産
者
で
、約
四
㌶（
同

約
五
㌶
）
を
栽
培
。
夏

以
降
の
曇
雨
天
の
影
響

で
斑
点
病
が
発
生
、
春

芽
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。
初
出
荷

は
二
月
二
十
七
日
に
八

十
四
束
（
一
束
一
〇
〇

㌘
）。
当
Ｊ
Ａ
の
直
売

所
や
Ａ
コ
ー
プ
で
販
売

し
ま
し
た
。

会
で
は
今
年
産
春
芽

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培

状
況
や
市
場
情
勢
を
報

告
。
出
荷
計
画
、
出
荷

規
格
を
確
認
、
協
議
し

ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
担
当

者
は
「
天
候
に
応
じ
た

品
質
管
理
を
徹
底
し
、

計
画
出
荷
に
努
め
、
五

島
産
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

銘
柄
確
立
に
取
り
組

む
」
と
し
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
三
月
八
日
、
Ｊ
Ａ
本
店

で
平
成
二
十
九
年
産
早
出
し
バ
レ
イ

シ
ョ
の
出
荷
会
議
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
管

内
各
地
区
の
栽
培
状
況
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
今
年
産
の
出
荷
計
画
、

出
荷
規
格
を
確
認
し
ま
し
た
。
三
月

上
旬
か
ら
四
月
上
旬
に
か
け
て
出
荷

ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す
。

今
年
産
の
早
出
し
バ
レ
イ
シ
ョ
は

三
十
一
戸
（
前
年
三
十
七
戸
）
の
農

家
で
約
十
四
㌶
（
同
約
十
五
㌶
）
を

栽
培
。
品
種
は
デ
ジ
マ
、
ニ
シ
ユ
タ

カ
、
さ
ん
じ
ゅ
う
丸
。
面
積
の
約
八

割
が
ト
ン
ネ
ル
栽
培
。
十
二
月
以
降

の
曇
雨
天
の
影
響
に
よ

り
生
育
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
が
、
霜

害
も
少
な
く
順
調
に
生

育
し
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者

は
「
現
在
ま
で
に
出
荷

し
た
バ
レ
イ
シ
ョ
が
大

玉
傾
向
と
い
う
こ
と
で
、

計
画
し
て
い
た
反
収
よ

り
良
さ
そ
う
」
と
期
待

し
て
い
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ

は
出
荷
見
込
み
数
量
を

把
握
し
計
画
出
荷
に
努

め
、
定
期
的
な
目
揃
会

の
実
施
で
統
一
し
た
品

位
の
向
上
を
図
り
、
有

利
販
売
し
て
い
く
考
え

で
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
三
月
二
十
七
日
、
今
後

の
紙
面
充
実
、
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
を
目
的
に
、
支
店
だ
よ

り
コ
ン
ク
ー
ル
を
Ｊ
Ａ
本
店
で
開
催

し
ま
し
た
。
支
店
だ
よ
り
は
平
成
二

十
六
年
度
か
ら
全
支
店
が
年
四
回
不

定
期
に
発
行
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
の
審
査
は
平
成
二
十
八
年
度
発
行

分
が
対
象
で
す
。

Ｊ
Ａ
担
当
職
員
は

「
発
行
三
年
目
、
各
支

店
と
も
当
初
と
比
べ
る

と
紙
面
が
充
実
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
今
年
度

途
中
か
ら
は
カ
ラ
ー
印

刷
と
な
り
、
写
真
は
鮮

明
に
、
紙
面
は
華
や
か

に
な
り
ま
し
た
。
組
合

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、お
近
く
の『
支

店
だ
よ
り
』
に
今
後
も

期
待
し
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

結
果
は
以
下
の
と
お

り
。

▽
最
優
秀

賞＝

福
江

支
店
▽
優

秀
賞＝

崎

山
支
店
▽

審
査
委
員

特
別
賞＝

西
部
支
店

長
崎
県
は
三
月
十
八
日
、
か
ん
こ
ろ

産
業
（
サ
ツ
マ
イ
モ
を
茹
で
干
し
し
た

『
か
ん
こ
ろ
』
を
使
用
し
た
食
品
に
係

る
産
業
）
の
今
後
の
戦
略
を
支
援
す
る

た
め
、
五
島
地
域
内
外
の
事
業
者
と
住

民
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
し
た
。『
か
ん
こ
ろ
を
五
感

で
感
じ
る
』
を
テ
ー
マ
に
五
感
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
地
域
の
か
ん
こ
ろ
餅
の

食
べ
比
べ
を
行
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
五
回
目
。
か
ん

こ
ろ
の
歴
史
的
価
値
、
加
工
技
術
な
ど
、

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
今
回
初
め
て
、
長
崎
市
、
五
島
市
、

新
上
五
島
町
そ
れ
ぞ
れ
に
会
場
を
置
き
、

三
会
場
を
双
方
向
の
遠
隔
会
議
シ
ス
テ

ム
で
つ
な
ぎ
、
地
域
を
超
え
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
後
に
開
催
し
た
か

ん
こ
ろ
産
業
関
係
者
会
議
（
昨
年
に
続

き
二
度
目
の
開
催
）
で
は
、
地
元
高
校

生
や
事
業
者
が
平
成
二
十
八
年
度
の
か

ん
こ
ろ
関
係
の
取
り
組
み
を
発
表
。
活

発
な
意
見
交
換
会
も
行
い
ま
し
た
。

前前年年をを大大ききくく上上回回るる出出荷荷をを計計画画
－平成29年産春芽アスパラガス出荷会議－

馬鈴薯大玉傾向で期待馬鈴薯大玉傾向で期待馬馬鈴鈴薯薯大大玉玉傾傾向向でで期期待待
－平成29年産早出し馬鈴薯出荷会議－

身近な話題で繋がり強化
－平成28年度支店だよりコンクール－

かかんんこころろをを知知りり、、広広めめるるワワーーククシショョッッププ（体験型講座）
－かんころサミット2016－

地域のかんころ餅の
食べ比べをする参加者

平成29年2月発行
『福江支店だより』
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当
Ｊ
Ａ
の
水
稲
育
苗
施
設
で
は
平
成
二
十
九
年
産
早

期
米
の
育
苗
を
行
っ
て
い
ま
す
。
三
月
九
日
に
播
種
を

行
っ
た
富
江
水
稲
育
苗
施
設
で
は
、
鳩
胸
状
に
な
っ
た

種
子
を
播
種
機
で
育
苗
箱
に
播
い
て
い
き
ま
し
た
。
同

育
苗
施
設
で
は
三
日
間
で
一
万
四
〇
〇
枚
を
播
種
、
施

設
内
に
は
ズ
ラ
リ
と
育
苗
箱
が
並
び
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
管
内
に
三
カ
所
あ
る
育
苗
施
設
で
、
合
わ
せ
て

コ
シ
ヒ
カ
リ
二
万
六
四
〇
〇
枚
、
つ
や
姫
一
一
〇
〇
枚
、

モ
チ
ミ
ノ
リ
三
三
〇
枚
を
播
種
。
一
〇
㌃
当
た
り
二
〇

枚
の
計
算
で
作
付
面
積
は
約
一
三
九
㌶
と
な
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
は
「
育
苗
管
理
を

徹
底
し
、
良
い
苗
を
農
家
に
提
供
し
た

い
。
今
年
も
お
い
し
い
米
が
育
つ
よ
う
、

気
を
引
き
締
め
て
管
理
に
あ
た
る
」
と

話
し
て
い
ま
す
。
育
苗
施
設
で
約
一
ヶ

月
育
て
ら
れ
た
苗
は
四
月
中
旬
か
ら
順

次
、
農
家
へ
配
布
さ
れ
、
八
月
中
旬
頃

に
収
穫
を
迎
え
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
の
直
売
所
「
産

直
市
場
五
島
が
う
ま
い
」

で
平
成
二
十
八
年
度
五
島

地
域
加
工
業
務
用
産
地
育

成
協
議
会
に
お
け
る
試

食
・
評
価
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
五
島
ル
ビ
ー
、

五
島
椿
牛
（
五
島
地
域
で

当
Ｊ
Ａ
指
導
の
下
、
六
ヶ

月
以
上
肥
育
さ
れ
た
経
産

牛
）を
使
用
し
た
五
品
と
、

五
島
産
農
産
物
を
使
用
し

た
加
工
品
を
活
用
し
た
料

理
二
品
を
試
食
し
評
価
し

ま
し
た
。

今
回
試
食
を
し
た
五
島
海
陽
高
校
の
生
徒
が

考
案
し
た
『
カ
ン
コ
ロ
ア
ラ
レ
』
は
四
月
八
日

か
ら
三
十
日
ま
で
、
毎
週
土
日
に
当
Ｊ
Ａ
の
直

売
所
「
産
直
市
場
五
島
が
う
ま
い
」
が
実
施
し

て
い
る
バ
イ
キ
ン
グ
で
提
供
す
る
予
定
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
Ｊ
Ａ
の
顔
と
し
て
来
店
客
を
迎
え

る
窓
口
の
美
粧
化
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
工
夫
す

る
取
り
組
み
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
昨
年
に
引

き
続
き
二
回
目
の
店
舗
窓
口
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・

美
粧
化
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
無
通
告
で
各
店
舗
を
訪
問
す
る
な
ど

し
て
審
査
。
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

▽
最
優
秀
店
舗＝

福
江
支
店
▽
優

秀
店
舗＝

大
津
出
張
所
、
西
部
支

店
、
有
川
支
店

写
真
は
福
江
支
店
の
夏
（
㊧
）
と

冬
（
㊨
）
の
様
子

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作をををををををををををををををををををををを期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待ししししししししししししししししししししししてててててててててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
－平成29年産早期米播種－

加加工工品品をを試試食食しし評評価価ししままししたた
－平成28年度五島地域加工業務用産地育成協議会における試食・評価会－

平成２８年度は福江支店に栄冠平平成成２２８８年年度度はは福福江江支支店店にに栄栄冠冠
－平成28年度店舗窓口ディスプレイ・美粧化コンテスト－

育苗箱に種子をまく様子

ごとう7



五島茶のパッケージもリニューアル！
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当
Ｊ
Ａ

女
性
部
上

五
島
支
部

は
二
月
二

十
七
日
、

新
上
五
島

町
石
油
備

蓄
記
念
会

館
で
支
部

交
流
会
を

開
催
し
ま

し
た
。
会

で
は
農
業
を
営
む
女
性
部
員
向
け
に
バ
レ

イ
シ
ョ
と
タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
講
習
会
を
実

施
、
三
十
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。
同

支
部
で
は
部
員
交
流
行
事
と
加
入
促
進
行

事
を
分
け
て
行
い
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ

て
、
活
発
に
活
動
し
て
い
く
考
え
で
す
。

同
支
部
は
今
年
度
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
た

活
動
か
ら
の
脱
却
を
図
り
、
部
員
獲
得
の

た
め
の
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
部
員

向
け
の
活
動
と
し
て
恒
例
と
な
っ
て
い
た

料
理
講
習
会
の
他
に
、
ヨ
ガ
体
操
や
今
回

開
催
の
栽
培
講
習
会
を
実
施
。
部
員
獲
得

の
た
め
に
野
菜
の
飾
り
切
り
や
新
米
の
食

べ
比
べ
を
行
う
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
支
部
の
前
田
須
磨
子
部
長
は
「
若
年

層
部
員
の
獲
得
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト

と
、
現
部
員
向
け
に
関
心
の
高
そ
う
な
イ

ベ
ン
ト
、
テ
ー
マ
を
分
け
て
活
動
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
、
女
性
部
活
動
活
性
化

へ
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

タターーゲゲッットトをを絞絞っったた女女性性部部活活動動にに取取りり組組むむ
－JAごとう女性部上五島支部支部交流会－

好評だった栽培講習会

ごとう9



平成29年度

新 任 氏 名 旧 任
所属 役 職 所属 役 職

【平成29年3月31日付】
定年退職 原 一太 有川支店 支店長
定年退職 山本 浩 崎山支店 支店長兼営農課長
定年退職 平山 清次 三井楽支店 支店長
定年退職 川口 政俊 西部支店 営農課
依願退職 畑中智江美 福江支店 大津出張所共済 LA・貯金
依願退職 山本 司 畜産部 生産指導課（臨時）
依願退職 松本 誠也 富江支店 販売課（臨時）
依願退職 赤尾 一考 岐宿出張所 経済課（臨時）
依願退職 設楽 美和 総務部 企画管理課 電算室（臨時）
依願退職 中村真由美 総務部 企画管理課 電算室（臨時）
依願退職 渡辺 友望 上五島支店 経済課（臨時）
依願退職 馬場 英信 畜産部 生産指導課キャトルセンター（臨時）
依願退職 松本 道蔵 本山支店 営農課大浜肥育牛舎（臨時）
転籍（ごとう葬祭） 宮内加寿美 総務部付 ㈱ JAごとう葬祭出向（臨時）

【平成29年4月15日付】
依願退職 牟田 勇作 富江支店 営農課

【平成29年4月1日発令】
本店審査保全室 債権保全兼コンプライアンス 田口 司 総務部 総務課

本店総務部 総務課長兼内部監査補助 橋本 拓哉 総務部 企画管理課係長兼内部監査補助
総務課 貝原かおり 総務部 総務課（よう員）
総務課（よう員） 田端 澄恵 総務部 総務課（臨時）
企画管理課兼内部監査補助 竹山 幸弘 総務部 企画管理課
企画管理課電算室（臨時） 杉山 卓弥 経済部 SS本店（臨時）
企画管理課電算室（臨時） 川辺 絵美 臨時新採用

本店金融部 金融課 鍜治梁美由紀 福江支店 管理金融課

本店共済部 LA統括課長（審査役） 洗川 正明 西部支店 岐宿出張所共済 LA（審査役）・貯金
共済 LA課 出口 智寛 経済部 SS本店
共済 LA課（指導推進）（嘱託・再雇用） 山本 浩 崎山支店 支店長兼営農課長
共済課係長（事故担当） 水請 伸治 共済部 共済課
共済課（事故担当） 村岡 圭介 三井楽支店 管理金融課共済担当
共済課（試用） 橋本紫央梨

本店経済部 JAグリーン店舗課（臨時） 濱里 優 三井楽支店 経済課給油所（臨時）
SS本店店長 （主任）（よう員） 冨川 康英 経済部 SS本店店長（よう員）
SS本店（臨時） 野口 角明 農産園芸部 農産園芸課（臨時）

下地区農機センター 統括課長 橋本 義信 経済部 基幹農機センター長（課長待遇）
基幹農機センター長（課長待遇） 大櫛 三郎 経済部 基幹農機センター（課長待遇）
基幹農機センター係長 川端 正英 経済部 基幹農機センター

基幹農機サブセンター長（課長待遇） 野口 弘信 西部支店 経済課調査役
基幹農機サブセンター係長（岐宿） 阿野 光広 崎山支店 経済課係長
基幹農機サブセンター（玉之浦） 野﨑 英明 西部支店 経済課農機担当
基幹農機サブセンター（三井楽） 園山 文雄 三井楽支店 経済課農機担当
基幹農機サブセンター（西部） 川口 俊介 西部支店 経済課

本店農産園芸部 次長 田口 五徳 農産園芸部 次長兼販売課長
販売課長 川上 新一 福江支店 経済課長兼大津出張所長（課長待遇）
営農指導課長（東部地区統括指導） 今道 拓也 西部支店 営農課長
農政組織課係長 山口伸太郎 農産園芸部 農産園芸課
農産園芸課（試用） 吉村 晃一
販売課（試用） 高橋 博章
農政組織課 育成支援・JAファーム事務（よう員） 今利 誠 農産園芸部 販売課（よう員）

本店畜産部 次長兼業務課長 狩浦 哲男 畜産部 業務課長
次長兼生産指導課長 米山 孝 畜産部 生産指導課長
業務課（嘱託・再雇用） 平山 清次 三井楽支店 支店長
生産指導課 野口 孝徳 畜産部 生産指導課（よう員）
生産指導課（キャトルセンター）（臨時） 家浮 博之 臨時新採用

本店直売部 農家レストラン主任（嘱託） 本岡 直広 直売部 農家レストラン（よう員）
店舗バックヤード（臨時） 川脇 雄大 臨時新採用 3月7日採用
精肉部主任（嘱託） 角口 政雄 直売部 精肉担当（パート）

坂の上事業所 自動車・燃料事務（臨時） 木下 清子 福江支店 大津出張所 大津SS（臨時）
自動車課係長 奈切 肇 富江支店 経済課係長
自動車課（よう員） 中野 光浩 坂の上事業所 自動車課（臨時）
自動車課（よう員） 坂井 善久 坂の上事業所 自動車課（臨時）
自動車課 山下 光昭 坂の上事業所 自動車課（試用）
自動車課 長谷川淳治 坂の上事業所 自動車課（試用）
燃料課（よう員） 寺内 元樹 坂の上事業所 燃料課（臨時）
燃料課（よう員） 富川 勇 坂の上事業所 燃料課（臨時）

福江支店 支店長兼営農課長兼経済課長 入口 三博 福江支店 支店長兼営農課長
管理金融課（貯金） 吉原真沙子 金融部 金融課貯金
管理金融課（共済） 濱窄 優蔵 本山支店 管理金融課共済
管理金融課係長共済 LA 松本 英樹 共済部 共済 LA課係長
営農課（よう員） 田村 勇 福江支店 営農課（臨時）
大津出張所長（係長） 南 康徳 福江支店 久賀出張所長（係長）
大津出張所 購買 吉田 泰弘 崎山支店 経済課
大津出張所 給油所（臨時） 田中真由美 西部支店 経済課（臨時）
大津出張所 共済 LA（係長）・貯金 山本 満 崎山支店 管理金融課共済 LA
久賀出張所長（係長） 近藤 秀二 福江支店 管理金融課

崎山支店 支店長 上川 剛史 崎山支店 管理金融課長
次長兼営農経済課長 塩塚 政則 崎山支店 経済課長
管理金融課長 田中 富和 富江支店 管理金融課調査役（共済）
管理金融課共済 LA 今道 留美 共済部 共済 LA課

定定 期期 異異 動動
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新 任 氏 名 旧 任
所属 役 職 所属 役 職

崎山支店 管理金融課 出納（よう員） 出口 千恵 西部支店 岐宿出張所 貯金（臨時）
営農経済課係長 農機 松本 浩志 富江支店 経済課係長
営農経済課 購買（試用） 境目 壮大
営農経済課 営農（相談員） 吉谷 祐二 農産園芸部 農産園芸課（臨時）
営農経済課 畜産・授精担当 山下 清人 崎山支店 営農課畜産・授精担当
営農経済課 販売（臨時） 山口 正三 崎山支店 営農課（臨時）
営農経済課 農機 山本 清嗣 崎山支店 経済課
営農経済課 購買（臨時） 吐合 邦枝 崎山支店 経済課（臨時）
営農経済課 購買（臨時） 本田 隆晃 崎山支店 経済課（臨時）
営農経済課Aコープ（臨時） 小澤みゆき 崎山支店 経済課Aコープ（臨時）
営農経済課Aコープ（パート） 木口 博幸 崎山支店 経済課Aコープ（臨時）
営農経済課Aコープ（パート） 吉田沙智世 崎山支店 経済課Aコープ（パート）
営農経済課Aコープ（パート） 川下真奈美 崎山支店 経済課Aコープ（パート）

本山支店 管理金融課共済 LA（審査役） 梁瀬 政明 共済部 共済 LA課長（審査役）
管理金融課共済（調査役） 入口 音枝 共済部 共済課長
経済課給油所 岩田 数貴 本山支店 経済課給油所（よう員）
経済課給油所（試用） 大川 一成
営農課（営農相談員）（よう員） 中村 和彦 農産園芸部 販売課（よう員）
営農課（よう員） 榎田 和也 本山支店 営農課（臨時）

富江支店 支店長兼管理金融課長 出口 雄一 富江支店 管理金融課長
営農課長 松下 健一 富江支店 次長兼営農課長
管理金融課係長（共済・貸付） 藤田 正人 本山支店 管理金融課共済 LA
管理金融課貯金（臨時）［4月12日～］ 坂口 沙遥 育児休業 ［4月11日まで育児休暇］
管理金融課共済 LA 田原 純 富江支店 経済課
経済課長兼自動車 松本 勝則 坂の上事業所 自動車課係長
経済課係長 山田 敏明 福江支店 大津出張所係長（購買）
経済課 購買 坂下 和也 富江支店 経済課（臨時）
経済課 農機（主任） 今里日出海 西部支店 経済課農機（課長待遇）
経済課給油所（主任） （臨時） 佐々野孝二 富江支店 経済課（臨時）
経済課給油所（よう員） 小村 裕介 経済部 JAグリーン店舗課（臨時）
営農課係長 生田 英憲 本山支店 営農課係長

三井楽支店 支店長兼管理金融課長 濱里 文博 三井楽支店 次長兼管理金融課長
次長兼営農課長 林 甚一郎 三井楽支店 営農課長
管理金融課係長 貸付 山﨑 政宏 西部支店 玉之浦出張所購買
管理金融課共済 野原 康弘 三井楽支店 管理金融課共済 LA
管理金融課 出納（よう員） 谷川 祥子 西部支店 岐宿出張所 出納（よう員）
経済課 給油所（嘱託） 泉井 和博 農産園芸部 農政組織課（嘱託）
管理金融課共済 LA 田揚 初音 西部支店 玉之浦出張所 出納
経済課（よう員） 出口 和也 三井楽支店 経済課（臨時）

西部支店 支店長兼営農課長 谷川 倉富 西部支店 支店長
管理金融課係長 共済 濱里 和美 福江支店 管理金融課係長共済 LA
管理金融課 出納（よう員） 竹内 久子 三井楽支店 管理金融課 出納（よう員）
管理金融課 共済 LA 水請 亮平 西部支店 管理金融課 共済
営農課（調査役） 山端 正幸 崎山支店 営農課調査役
営農課（嘱託・再雇用） 川口 政俊 西部支店 営農課
経済課購買（試用） 熊川 捷久
経済課給油所（臨時） 田中 新二 本山支店 経済課給油所（臨時）
岐宿出張所 出納（よう員） 吉田しのぶ 富江支店 管理金融課出納（よう員）
岐宿出張所 貯金（よう員） 田端佳奈子 西部支店 管理金融課出納（よう員）
岐宿出張所 購買（臨時） 松本 清史 西部支店 経済課（臨時）
岐宿出張所 共済 LA・貯金 谷川 辰善 富江支店 支店長兼経済課長
玉之浦出張所 係長（出納） 野口美智子 坂の上事業所 自動車課
玉之浦出張所 貯金（臨時） 永峰 愛 農産園芸部 農政組織課（臨時）
玉之浦出張所 購買（嘱託） 江頭 一 農産園芸部 販売課（嘱託）
玉之浦出張所 係長 共済 LA・貯金 川上 雄二 西部支店 玉之浦出張所 共済 LA・貯金

上地区営農経済生活センター センター長（部長待遇） 原 敏雄 新魚目支店 支店長
営農経済課長 小田 琢磨 新魚目支店 共済 LA係長
営農経済課（調査役） 近藤 鶴清 上五島支店 営農畜産課長
営農経済課購買兼 LPG（試用） 森田竜之介
営農経済課女性部兼庶務（臨時） 片山あずさ 上五島支店 経済課（臨時）
営農経済課農機 寺北 祐次 上五島支店 経済課農機・電器
営農経済課電器兼購買（臨時） 古川 博文 上五島支店 経済課（臨時）
営農経済課 LPG（主任） 浦田 英樹 上五島支店 経済課 LPG配送
営農経済課 LPG 原 直輝 上五島支店 経済課 LPG
営農経済課 LPG 山口 俊也 上五島支店 経済課（臨時）
営農経済課 LPG（臨時） 堺 浩二 上五島支店 経済課（臨時）
営農経済課 LPG（臨時） 本谷 卓也 新魚目支店 経済課（臨時）
営農経済課有川SS（主任） 森下 満 上五島支店 経済課給油所調査役
営農経済課有川SS 山口 裕也 上五島支店 経済課給油所
営農経済課有川SS（臨時） 戸﨑 隆志 臨時新採用

上五島支店 次長兼共済 鉄川 昌美 上五島支店 管理金融課調査役（出納）
管理金融課長兼 LA統括 浦田 悟司 上五島支店 管理金融課 LA統括（課長待遇）
管理金融課（課長待遇）金融渉外 寳亀 正浩 上五島支店 経済課長
管理金融課係長 出納 田中 嘉子 上五島支店 管理金融課係長 共済
管理金融課 共済事故 脇田 大史 上五島支店 管理金融課・金融渉外
管理金融課 金融貸付 中山 一林 有川支店 貸付
管理金融課 金融貸付 松園 茂史 若松支店 購買・貸付
管理金融課係長 共済 LA 山下 直彦 上五島支店 管理金融課係長 渉外担当

若松支店 支店長兼購買 西村 將穂 上五島支店 管理金融課長（審査役）
次長兼共済 小島みつる 若松支店 次長兼渉外・共済
係長 金融渉外兼貸付 松藤 竜也 若松支店 LA係長
共済 LA係長 白石真希男 共済部 共済課

有川支店 支店長 川崎 隆泰 有川支店 次長兼渉外
次長兼貸付 吉村 嗣宏 上五島支店 次長兼管理金融課長
金融渉外 川崎 礼花 新魚目支店 貯金
貯金（臨時） 佐々田理央 上五島支店 管理金融課（臨時）

新魚目支店 支店長兼購買 大下田裕貴 若松支店 支店長
次長兼貸付兼購買 中本 尚房 新魚目支店 次長兼渉外・共済
出納兼共済 川崎 知美 有川支店 貯金担当
貯金（臨時） 田坂 希 新魚目支店 出納（臨時）

【平成29年6月1日付】
上五島支店 管理金融課 共済 渡邉真知子 店舗部 店舗部
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年
三
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日
㈫
開
催

編
集
後
記

定年退職者（平成29年3月31日）長年にわたりお世話になりました。
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付
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①
後
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対
策
積
立
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交
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て

②
後
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者
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対
策
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③
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島
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末
実
績
に
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て

報
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4
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成
二
十
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年
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月
末
食
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売
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て

報
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№
5

平
成
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十
九
年
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月
期
県
内
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畜
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場
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況
に
つ
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告
№
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平
成
二
十
八
年
度
子
会
社
の
実
績
見

込
及
び
平
成
二
十
九
年
度
計
画（
案
）に
つ
い
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①
㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
葬
祭

②
㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
食
肉
セ
ン
タ
ー

③
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フ
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う
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№
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平
成
二
十
九
年
度
上
半
期
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事
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会
の
開
催
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程
に
つ
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告
№
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総
代
会
ま
で
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主
要
ス
ケ
ジ
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ー

ル
に
つ
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て

報
告
№
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固
定
資
産
（
取
得
）
の
入
札
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果

に
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①
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Ａ
ご
と
う
賃
貸
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舎
新
築
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事

②
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ー
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建
物
・
器
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等

更
新
改
修
工
事

報
告
№
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営
農
生
産
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
11

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
そ
の
他

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：原則年中無休

出
会
い
と
別
れ
の
頃
、
お
変

わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
？
五
島

か
ら
旅
立
つ
人
た
ち
を
盛
大
に

見
送
る
様
子
を
テ
レ
ビ
報
道
な

ど
で
見
る
と
、
新
年
度
を
迎
え

新
し
い
生
活
が
始
ま
る
の
だ
な
、

と
思
い
ま
す
。

誌
面
掲
載
の
と
お
り
当
組
合

で
も
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
組

織
の
機
構
改
革
も
併
せ
て
実
施

し
た
こ
と
か
ら
多
く
の
職
員
の

名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
誌

面
の
都
合
上
、
文
字
が
小
さ
く

な
っ
て
し
ま
い
、
目
当
て
の
職

員
を
探
す
の
に
一
苦
労
さ
せ
て

し
ま
い
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

私
自
身
も
異
動
対
象
者
と
し

て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
、

引
き
続
き
広
報
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
環
境
は

変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
取
材
先
で

の
新
し
い
出
会
い
へ
の
期
待
に
、

毎
日
胸
を
高
鳴
ら
せ
て
お
り
ま

す
。

（
竹
山

幸
弘
）
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山本 浩さん
勤務年数 41年2ヶ月

JAに入組して41年間、組合
員の皆様には大変お世話になり
有難うございました。定年後も
JAで勤務しますので今まで同
様宜しくお願い致します。

組合員の皆様へ

平山 清次さん
勤務年数 40年

皆様のご協力のおかげをもちまして
今年度末で定年退職することになりま
した。在籍中は、長く畜産業務に携わ
らせて頂きましたが、子牛価格の高騰
により畜産農家の笑顔を見ながら退職
出来ることを嬉しく思っています。長
い間ありがとうございました。

組合員の皆様へ

原 一太さん
勤務年数 39年11ヶ月

組合員の皆様には大変お世話
になりました。これからも安心
安全なメイドインごとうの農産
物で、農業所得増大につなげて
ほしいと思います。

組合員の皆様へ

川口 政俊さん
勤務年数 38年10ヶ月

このたび3月末をもって、定年退職
致しました。在職中は組合員の皆様に
は、大変お世話になりましたことを心
より感謝申し上げます。今思いますこ
とは、自らの行動に反省することばか
りです。今後は記念碑に掲げられてい
ます「雲外蒼天」をこころの糧として、
精進いたしますので、宜しくお願い申
し上げます。ありがとうございました。

組合員の皆様へ
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